
全
国
的
に
も
高
い
教
育
レ
ベ
ル

　
市
で
は
平
成
27
年
度
ま
で
に
児
童

生
徒
が
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
小
中
学
校
に
約
８
０
０
台
整
備
し
、

学
習
支
援
ソ
フ
ト
の
導
入
も
進
め
る

な
ど
、
県
内
の
市
で
は
初
め
て
国
の

基
準
を
達
成
。
先
進
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
普

通
教
室
へ
の
電
子
黒
板
な
ど
の
導
入

も
平
成
27
年
度
に
完
了
。
調
べ
学
習

や
意
見
発
表
の
手
段
と
し
て
活
用
が

進
ん
で
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
に
は

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
㈱
と
連
携
協
定
を
結

び
、
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
ペ
ッ
パ
ー
」

も
導
入
。
小
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
学
習
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
㈱
日
経
Ｂ
Ｐ
が
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

教
員
指
導
力
の
観
点
か
ら
ま
と
め

た
公
立
学
校
情
報
化
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
２
０
で
は
、
小
学
校
で
全
国
17

位
、
中
学
校
で
は
19
位
と
上
位
に
位

置
し
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
力
の
高

さ
も
う
か
が
え
ま
す
。
市
学
校
教
育

課
の
上う

え

田だ

浩こ
う

一い
ち

郎ろ
う

指
導
主
事
は
「
機

器
を
導
入
し
た
だ
け
で
は
授
業
改
善

は
進
み
ま
せ
ん
。
教
職
員
研
修
を
重

ね
、
教
師
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
き

た
こ
と
が
質
の
高
い
教
育
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
能
力
、
変
わ
る
授
業

　
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
も
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
新
学
習
指

導
要
領
で
は
、育
成
を
目
指
す
資
質・

能
力
の
柱
と
し
て
、
次
の
３
つ
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

①�

知
識
及
び
技
能
が
習
得
さ
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と

②�

思
考
力
、判
断
力
、表
現
力
な
ど

を
育
成
す
る
こ
と

③�

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
な
ど

を
涵か

ん

養よ
う

す
る
こ
と

　
こ
の
３
つ
が
偏
り
な
く
実
現
さ
れ

る
よ
う
、
児
童
生
徒
の
「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向

け
た
授
業
改
善
を
行
う
と
と
も
に
、

情
報
モ
ラ
ル
を
含
め
た
、
情
報
機
器

を
活
用
す
る
児
童
生
徒
自
身
の
「
情

報
活
用
能
力
」
の
育
成
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
こ
れ
ら
の
教
育
の
実
現
に

向
け
、
国
が
進
め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
き
本
年
度
新
た

に
1
人
1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

整
備
。
菊
之
池
小
学
校
で
は
変
わ
っ

て
い
く
授
業
の
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
い
よ
う
１
月
に
モ
デ
ル
授
業
を

実
施
。
６
年
生
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
授
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は

「
ツ
ー
ル
」
の
一
つ

　
授
業
は
今
後
、
大
き
く
変
化
し
て

い
き
ま
す
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
学
力
向
上
や
学
び
の

質
の
向
上
を
支
え
る
た
め
の
「
ツ
ー

ル
」。
児
童
生
徒
に
基
本
的
な
活
用

方
法
を
習
得
さ
せ
な
が
ら
、
学
校
が

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
普
遍
的
な
指

導
技
術
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に

掛
け
合
わ
せ
、
教
育
の
質
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

　

大
切
な
こ
と
は
自
ら
考
え
、

行
動
す
る
力
を
育
む
こ
と
。

本
市
で
は
今
後
も
、
児

童
生
徒
の
「
未
知
の
未

来
を
生
き
抜
く
力
」

の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

キーワード

　パソコンやタブレット端末、イ
ンターネットなどの情報通信技
術を活用した教育手法のこと。
I C T は 「 I n f o r m a t i o n 
a n d  C o m m u n i c a t i o n 
Technology」の 頭 文 字 を
とった言葉で、日本語では「情
報通信技術」を意味します。

ＩＣＴ教育

ＩＣＴ教育で
未来を生き抜く力を
育む
日常生活で進んでいるＩＣＴ（情報通信技術）。情報社会に
対応する力を備えることはますます重要になっていま
す。児童生徒の「未知の未来を生き抜く力」を育むため
に模索が続く教育現場。市で進むＩＣＴ教育の現状と未
来について紹介します。

【問い合わせ先】 学校教育課 ☎0968（25）7230

　どの地域でも一定の水準の
教育を受けられるようにするた
め、文部科学省 が 学校教育法
などに基づき、各学校で教育課
程（カリキュラム）を編成する際
に定めている基準のこと。小、
中、高等学校ごとに教科の目標
や教育内容を定めています。

学習指導要領
　1人1台端末と通信ネットワー
クを整備し、特別な支援を必要
とする子どもを含め、多様な子
どもたちを誰一人取り残すこ
となく、公正に個別最適化され、
資質・能力が一層確実に育成で
きる教育を全国の学校現場で
持続的に実現させる構想です。

GIGAスクール構想

インタビュー

一斉学習

　挿絵や写真などの拡大・縮小や画面
への書き込みなど、電子黒板を使って
分かりやすく説明することで子どもた
ちの興味・関心を高めることができます。

菊池南中学校では昨年の１１月にタブレット
を整備。早速ドリル問題を解いていました

モデル授業を実施した菊之池小学校では
クラスメイト同士で教え合う姿も

平成30年度に隈府小学校で行われたプロ
グラミング学習

個別学習

　デジタル教材の活用により、一人一
人の習熟の程度に応じた学習ができ
ます。自分が疑問に思ったことを深く
調べることも可能。学習履歴を把握す
ることで、個々の理解や関心の程度に
応じた学びを構築することができます。

協働学習

　タブレット端末や電子黒板を活用し、
教室内の授業や他地域の学校との交
流学習で子ども同士による意見交換、
発表などが可能。お互いを高め合う学
びを通じて、思考力、判断力、表現力
などを育成することができます。

― 教育の現場から

松
まつ

本
もと

　翔
しょう

教諭
（菊之池小）

澤
さわ

田
だ

ひろみさん
（菊之池小６年）

　タブレットを使う授業は子
どもたちが意欲的に学習に
取り組んでいると感じてい
ます。紙と違い何度でもや
り直しがきくので、とても効
率的です。今後もさらに分
かりやすい授業を目指します。

子どもたちの笑顔が
増えました

前より授業が
楽しくなりました
　 授業が分かりやすくなり
ました。プリントがないので、
書類を整理しやすくて、調
べながら授業を受けること
ができます。美容師になる
のが夢なので、タブレットで
動画を見て勉強したいです。
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